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子ども部 子ども政策課

資料１



2

１．踏まえるべき視点

・ 令和５年４月に，子どもの権利条約等の精神にのっとり，子ども施策を総合的
に推進することを目的とした「こども基本法」が施行

・ 児童虐待や子どもの貧困，ヤングケアラーなど，子どもや子育て家庭が抱える
問題が複雑・多様化する中，子どもの健やかな成長を社会全体で後押しすること
が求められている。

・ 第６次宇都宮市総合計画改定基本計画（後期基本計画）において，「夢や希望
がかなうまち」である「スーパースマートシティ」を実現することにより，
「将来のうつのみや像（都市像）」の実現を目指すこととしている。

・ 少子高齢化など社会環境の変化が著しい中にあっても，普遍性が高く，本市が
目指す福祉のまちづくりの基本的な考え方となる「福祉都市宣言」を制定している。
また，子どもたち自らが実践できる行動規範として「宮っ子の誓い」を掲げ，

「宮っこ未来ビジョン」の実現を目指している。

社会情勢の変化及び国・本市の状況
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２．基本的な考え方

・ 本市の宝である宮っこを地域
社会が一体となって守り・育て
るための指針
※ 「地域社会」とは，「家庭」，
「学校」，「企業」，「地域」，
「行政」など，子どもや子育てを
取り巻くすべてのもの

・ 本市が，多様な子ども施策を
推進するための指針

⑴ 本宣言の目指す姿

家 庭

学 校

企 業 地 域

行 政

子ども
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２．基本的な考え方

⑵ 本宣言の考え方

・ より多くの市民が，主体的に，子どもを守り・育てる
行動を実践していただける宣言とする。
⇒ 市民にとって，分かりやすく，かつ，共有しやすい
内容や表現とする。

・ 前文において，宣言の対象（今と未来の子どもたち）
や理念，目的を明確にする。

・ 本文において，地域社会や本市が目指すべき指針を示す。
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２．基本的な考え方

№ 分類 内容

①
子どもが主役であること
（子どもの権利）

子どもが権利の主体であることを踏まえた施策の推進

②
子どもの健やかな育ち
に関すること

子どもが夢や希望をもって心身ともに健やかに成長で
きる施策の推進

③ 子育て支援に関すること 子育て家庭が安心して子育てできる施策の推進

④
子どもの安全・安心
に関すること

子どもに対する虐待やいじめ，事件・事故の防止
などに対応した施策の推進

⑶ 本文に盛り込むべき要素と構成
「宮っこ子育ち・子育て応援プラン」の内容を踏まえ，本文に盛り込

むべき要素は以下のとおり。

⇒ 上記①～④を柱として，本文を構成する。
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２．基本的な考え方

⑷ 本文の対応範囲イメージ

柱③
家庭

(子育て
支援)

柱④
地域

(安全・
安心)

児童虐待の
防止

安心して子ども
を生み育てる

子育て家庭を
支える

柱①
子どもが
主役

（権利）

柱②
子ども

(子育ち)

地域との
関わり

配慮が必要な
子ども・家庭
への支援

夢や希望
心豊かな育ち
自己肯定感

子育ち・子育て
しやすい環境

事件・事故か
ら守る
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３．本宣言の構成イメージ

（【対象】，【理念】，【目的】を盛り込む）
・・・・・の社会の実現に向け，ここに宣言します。

（【地域社会や本市が目指すべき指針】を示す）
一，・・・・・（柱① 子どもが主役）
一，・・・・・（柱② 子どもの健やかな育ち ）
一，・・・・・（柱③ 子育て支援）
一，・・・・・（柱④ 子どもの安全・安心）

※ 前文・本文について，解説文を付する。
（ 参考資料 Ｐ．５「５ 「宮っ子の誓いにこめた願い」」参照）

前文

本文



４．前文の骨子（案）

① 対象
現在だけではなく，未来を見据えた表現とする。
⇒ 今の子どもたちだけでなく，未来の子どもたち

② 理念
「将来のうつのみや像（都市像）」との整合を図りながら，本宣言の目指す姿

（子どもを守り・育てる都市）を表現する。
⇒ 「将来のうつのみや像（都市像）」である「輝く人の和 つながるまちの環
魅力と夢の輪 うつのみや」の要素を取り入れる。

③ 目的
市民にとって分かりやすく，共有しやすい宣言となるよう，本宣言を制定する

目的を明確にする。
⇒ 地域社会が一体となって，子どもを守り・育てる

⑴ 前文に盛り込むべき要素

8
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４．前文の骨子（案）

⑵ 前文（骨子）
① 対象：今と未来の子どもたち

⇒ 今を生きる，そして未来を生きる全ての子どもたち【議会答弁】

② 理念：「将来のうつのみや像（都市像）」
「輝く人の和 つながるまちの環 魅力と夢の輪 うつのみや」
⇒ 子どもから高齢者まで，全ての市民の個性が尊重され，社会や身近な地域の中で力を
合わせながら，健康で生きがいを持って生活できるまち【輝く人の和のイメージ】

⇒ 世代を超えた人と人のきずなや地域のつながりが強く，支え合いによる安全・安心を
実感して生活できるまち【つながるまちの環のイメージ】

⇒ 市民が地域に愛着や誇りを持ち，自然・歴史・文化などの地域資源を活用し，それらの
魅力を発信することができるまち【魅力と夢の輪のイメージ】

⇒ 本市の産業が地域経済の活性化と安定した雇用を確保し，市民が夢を持って自分の将来を
描くことができるまち【魅力と夢の輪のイメージ】

③ 目的：地域社会が一体となって子どもを守り・育てる
⇒ すべての子どもが生まれ育った環境に左右されることなく，夢や希望をもって心身ともに
健全に成長できる【宮っこ子育ち・子育て応援プラン】

⇒ 地域社会が一体となって【議会答弁】
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５．本文の骨子（案）

・ 以下の内容を踏まえることとする。
「子どもの権利条約」，「こども基本法」，
「第６次宇都宮市総合計画改定基本計画（後期基本計画）」，
「宇都宮市第2期ＳＤＧｓ未来都市計画」，
「第２次宮っこ子育ち・子育て応援プラン」，
「福祉都市宣言」，「宮っこ未来ビジョン（宮っ子の誓い）」

・ イノベーションmiyaユース会議において，子どもたちが
提案したキーワードを取り入れる。

・ 児童虐待や事件・事故の防止など，様々な要素を想定した
概括的な表現を用いる。

⑴ 本文の考え方



・ 子どもが「こども基本法」に基づく権利の主体であること
を再認識できる内容とする。

・ 「こども基本法」の基本理念を踏まえる。
≪主な基本理念≫

・ 全てのこどもについて，個人として尊重されること
・ 全てのこどもについて，年齢及び発達の程度に応じ，意見の尊重，

最善の利益が優先して考慮されること

５．本文の骨子（案）

⑵ 本文（骨子：柱① 子どもが主役）
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５．本文の骨子（案）

・ 「第２次宮っこ子育ち・子育て応援プラン」の基本理念
を踏まえる。

≪基本理念≫
すべての子どもが生まれ育った環境に左右されることなく，夢や希望をもって心身ともに

健全に成長できるとともに，すべての子育て家庭が安心して子どもを生み育てることができる
「子育ち」・「子育て」の未来都市うつのみやを目指します。

⑵ 本文（骨子：柱② 子どもの健やかな育ち）

・ 「宮っこ未来ビジョン」の基本理念を踏まえる。

≪基本理念≫
心豊かでたくましく生きる人を目指して
― 心の触れ合う「対話」と未来を切り拓ひらく「創造」を通して －
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５．本文の骨子（案）

・ 「第６次宇都宮市総合計画改定基本計画（後期基本計画）」の施策の方向性
を踏まえる。

≪政策１-１-１・２≫
妊娠や出産・子育ての希望をかなえる，仕事と子育ての両立支援，
安心して子育てに取り組める

・ 「第２次宮っこ子育ち・子育て応援プラン」の基本理念や施策の方向性を
踏まえる。

≪基本理念≫
すべての子どもが生まれ育った環境に左右されることなく，夢や希望をもって心身ともに

健全に成長できるとともに，すべての子育て家庭が安心して子どもを生み育てることができる
「子育ち」・「子育て」の未来都市うつのみやを目指します。

≪基本目標Ⅰ-８-⑴≫
地域ぐるみで子育て家庭を支える

⑵ 本文（骨子：柱③ 子育て支援）



５．本文の骨子（案）

・ 「第６次宇都宮市総合計画改定基本計画（後期基本計画）」の施策の方向性
を踏まえる。

≪政策Ⅰ-１-４≫
児童虐待の防止，早期発見，支援

⇒ 児童虐待や発達の気になる子ども，医療的ケア児など，「支援や配慮が
必要な子どもへのサポート」が必要である。

・ 「福祉都市宣言」を踏まえる。

≪本文≫
宇都宮市は赤ちゃんからお年寄りハンディキャップを持った人々などすべての市民が笑顔

でことばを交わし健康でいきいきと暮らせる心のふれあう福祉のまちをつくります

・ 「第２次宮っこ子育ち・子育て応援プラン」の施策の方向性を踏まえる。

≪基本目標Ⅰ-８-⑷≫
子どもの安全を守る取組の推進

⑵ 本文（骨子：柱④ 子どもの安全・安心）
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・笑顔
・平等にしてよ！
・話を聞いてほしい
・頑張ったことを認めてほしい
・信頼関係
・会話
・褒める
・優しさ
・伝え方
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６．イノベーションmiyaユース会議の結果

７月１日（土），８日（土）に開催した「イノベーションmiyaユース会議」に
おいて，小学５年生から高校３年生までの子どもたちが，市長に発表した「本宣言に
盛り込むべきキーワード」は，以下の１８項目

・小さなことも認める
・子どもの気持ちも考えて
・結果よりも努力を認める
・他人と比較しない
・一人一人の行動を認める
・子どもの意見も取り入れて
・一人ひとりに合った指導を
・否定ではなく話し合いを
・お互いに理由を聞いてほしい，
教えてほしい

提案されたキーワード
は宣言の本文や解説文
に反映させる。
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７．本宣言の独自性・特徴

・ 子どもの権利や健全育成，子育て支援や児童虐待の防止
など幅広い視点を包括的に盛り込んだ宣言であること。

・ 「将来のうつのみや像（都市像）」である
「輝く人の和 つながるまちの環 魅力と夢の輪 うつのみや」
の実現に向け，現在はもとより，未来を見据えた宣言である
こと。

・ 「子どもの権利条約」や「こども基本法」はもとより，
「宮っこ子育ち・子育て応援プラン」や「福祉都市宣言」，
「宮っこ未来ビジョン（宮っ子の誓い）」と理念を共有した
宣言であること。



８．今後のスケジュール

令和５年 ９月 作業部会
検討委員会

１０～１１月 関係部長会議
議員協議会
子ども・子育て会議
政策会議

１２月 パブリックコメント

６年 １月 検討委員会
子ども・子育て会議

２月 庁議付議
全議員への情報提供

３月２０日 宣言発表イベント

素案

案

周知

17


